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倭文庄田
し と お り し ょ う だ

地区
ち く

兵庫
ひ ょ う ご

県
けん

　南
みなみ

あわじ市
し

平成22年3月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 49.8 ha

平成 17 年度　～ 平成 21 年度 平成 17 年度　～ 平成 年度

目標

目標１

目標２

目標３

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

点 平成16年度 平成21年度

個 平成16年度 平成21年度

個 平成16年度 平成21年度

目標値

3

３．プランターの数 当地区における沿道のプランター数

道路整備を実施し、安全面を確保することに加え、沿道にプラン
ターを設置することにより通行者の目を楽しませ、交通環境の向上
を図る。
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都道府県名 兵庫県 南
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計画期間 交付期間 21

・本市は、兵庫県淡路島の南部に位置し、洲本市と隣接する自然あふれる市である。平成１０年４月に開通した明石海峡大橋により、京阪神から人、物の流れが大きく変わろうとしており、神戸淡路鳴門自動車道洲本インターチェンジに近い位置にあるこ
とから都市化が進展しつつある。計画区域は、市北西部に位置し、支所があるなど市の副拠点としてまちづくりが進められている。近年では、安心・安全な暮らしを実現すべく防災拠点センターの建設など多角的なまちづくりが展開されているところであ
る。
・近年、県道等道路状況の改善により交通事情が変化したことによりアパートの建築など民間投資が見られる。また、喫茶店、理髪店、商店等の貼りつきも見られる。
・既存市営住宅の隣接地で地区老人会が主体となった日曜市が開催されるなど地域コミュニティの醸成が見受けられる。
・上記記載のまちづくりが展開されてはいるが、まだまだ、本市中心地である広田地区と比較し、道路整備を始めとする社会基盤整備、宅地の需要量等に遅れをとっており、このことから、更なる地域コミュニティの向上が必須である。
・平成１７年１月の行政合併から、合併後の各地区への予算配分等を懸念して地域住民より、まちづくりにおいての諸施策の要望が多く寄せられ、住民参画のまちづくりの気運が盛り上がった。
・都市再生整備計画の策定に当たり、３回の行政懇談会（延べ参加人数１５０人）を実施し、計画の内容やその進め方について協議・提案を行った。

　南あわじ市総合計画及び緑町都市計画マスタープランにおいて、計画地区である庄田地区は、市街地副各ゾーンとして、公共施設等の生活に必要な施設の充実を図り、市街地形成と人口増加に向けた住宅建設の促進、また生活利便性の向上のた
め、商店等の立地促進や地域間アクセスの強化と地域内幹線道路整備などの社会基盤整備等の施策を計画している。

　　　大目標　　多様な世代が支え合う、地域コミュニティに満ちた市の副拠点の創造

市の副拠点にふさわしい多様なニーズに対応した良好な居住環境の形成を図る。

住民によるまちづくり活動等を支援することにより、地域コミュニティの形成を図る。

道路整備の実施により地域の利便性を向上し、交通環境の向上を図る。

・人口減少・高齢化また、これに伴う地域コミュニティの希薄が顕著な計画区域においては、本整備計画の目標に掲げるまちづくりが最大かつ喫緊の課題である。

・本計画区域を始めとする倭文地区は、市中心部の広田地区と比較し、過疎化傾向が見受けられるなど様々な面で発展が遅れている。このことから、本計画区域を市の副拠点として整備すべく、良好な居住環境を形成を図り、人口の定着を図る必要が
ある。

・本計画区域においては、人口減少の影響から他地域に比べ、地域コミュニティの希薄、またまちづくりへの参画の意欲が薄いように思われる。

・本計画区域のメインストリートである市道庄田線は、歩道が狭く交通安全面の問題が多い。地域の住民が安心して歩行できる道路整備が急務である。

１．生活環境の満足度
地区住民による生活環境の満足度
（満足度アンケートによる）

社会基盤整備の遅れなどにより居住環境が不十分なことに対し
て、地区住民が計画期間終了後、以前より満足する環境を目指
す。

50 75

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値

２．各種サークル団体の数
当地区における市文化協会に所属しているサークル団体
数

サークル団体の増加を目指す。これにより、地区住民の交流を図
り、地域コミュニティの形成を図る。 0



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１（良好な居住環境の形成、人口の定着）
・人口定着及び多様な世代が支え合う地域コミュニティに満ちたまちづくりを推進するため公営住宅を整備する。
・高齢者に安全な暮らしを実現するため、オール電化設備を提供する、公営高齢者向け設備整備（地域創造支援事業）を実施する。
・少子化、若年層の市外流出を防ぐため、出産祝金の支給や島外通勤・通学者の交通費を助成するソフト事業を実施する。
・良好な居住環境を形成すべく、安全面、衛生面に配慮した、市道整備事業やコミュニティプラント整備事業を実施する。
・社会基盤を確立すべく、市道整備事業、コミュニティプラント整備事業を実施する。

公営住宅等整備（基幹事業）、公営高齢者向け設備整備事業（地域創造支援事業）（提案事
業）市道庄田線整備事業（基幹事業）、島外通勤・通学者交通費助成金交付事業（関連事
業）、出産祝金支給事業（関連事業）、コミュニティプラント整備事業（関連事業）

整備方針２（地域コミュニティの形成）
・地区住民へ花いっぱい運動への参加を呼びかけ、それをひとつの契機にして住民のまちづくり意識の高揚、まちづくり活動の活性化を図る。
・農地、農道、ため池などの地域資源環境の保全を図ることで、地域環境の向上を目指すとともに、地域ぐるみでの管理・維持保全活動を通じて地
域コミュニティの醸成を図る。

花いっぱい運動（まちづくり活動推進事業）（提案事業）、農地水環境保全向上対策事業（関連
事業）

市道庄田線整備事業（基幹事業）、花いっぱい運動（まちづくり活動推進事業）（提案事業）

○交付期間中の計画の管理について
交付期間中において各種の事業を円滑に進め、目標に向けて確実な効果をあげるために、毎年、事業成果について評価や事業の進め方の改善等を行うための行政懇談会を実施する。その結果については、随時、住民に情報公開する。

整備方針３（交通環境の向上）
・市道整備を実施し、交通環境の向上を図る。
・歩行者の快適性の向上を図るために沿道等に植栽を実施する花いっぱい運動（まちづくり活動推進事業）を展開する。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 南あわじ市 直 L＝712.8m W=9.55m 平成１８年度 平成２１年度 平成１８年度 平成２１年度 312 312 312 312

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備 南あわじ市 直 新規２４戸 平成１３年度 平成１８年度 平成１７年度 平成１８年度 312 312 312 312

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 624 624 624 624 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
南あわじ市 直 新規２４戸 平成１３年度 平成１８年度 平成１７年度 平成１８年度 32 32 32 32

－

－

南あわじ市 直 － 平成１９年度 平成２１年度 平成１９年度 平成２１年度 2 2 2 2

－

合計 34 34 34 34 …B
合計(A+B) 658

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
南あわじ市 - 定期額3割補助 ○ 平成１２年度 平成２２年度 8

南あわじ市 - ３万円支給 ○ 平成１２年度 平成２２年度 21

南あわじ市 環境省 Ａ＝２０ha ○ 平成１５年度 平成１８年度 1,200

庄田農地水環境保全隊 農林水産省 Ａ＝４３ha ○ 平成１９年度 平成２３年度 9

合計 1,238

コミュニティプラント整備事業 倭文庄田

農地水環境保全向上対策事業 倭文庄田

島外通勤・通学者交通費助成金交付事業 市全域

出産祝金支給事業 市全域

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

花いっぱい運動 － 0

－

事業活用調
査

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

公営高齢者向け設備整備事業 しづおり第２団地 0

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

しづおり第２団地 0

住宅市街地
総合整備
事業

－

－

－

－

－

市道庄田線 0

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業主体 直／間
細項目 うち民負担分

263.2 国費率 0.4交付対象事業費 658

事業 事業箇所名

交付限度額



都市再生整備計画の区域

　倭文庄田地区（兵庫県南あわじ市） 面積 49.8 ha 区域 南あわじ市倭文庄田の一部

倭文庄田地区　49.8ha

■基幹事業 H13～H18
　公営住宅等整備

■基幹事業 H18～H21
　市道庄田線整備事業

□提案事業 H13～H18
　公営高齢者向け設備整備事業

倭文庄田地区　49.8ha

　　　　　　　　基幹事業
　　　　　　　　提案事業

凡　　例

□提案事業H19～H21
　花いっぱい運動

凡例
まちづくり交付金事業対象区域
公営住宅等整備
市道庄田線整備事業
花いっぱい運動




